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動車系を対象として論述したもので，得られた成果の概要は， ( 1 )応答関数を実験的に求める種々の方
法の長短を明確にし，かっこの研究に対して相関関数による有力な手法を新たに適用した乙と， (2) 
応答関数と自動車の主要因子との関係を明確にして，操縦性・安定性を統一的に検討したこと， (3) 
同様な観点の下に人間一一一自動車系を論じて操縦性と人間特性との関連性を検討することにより，実
際に良い操縦性とは如何なるものかを明らかにした乙と， (4)突風時の応答を新たに研究するに必要
な程々な手法を開発し，それにより高速時の操縦性・安定性と人間の応答にも論及して，如何なる特
性の自動車が良い安定性をもつかを明らかにしたことなどである。
以上の研究は学術上ならびに工業技術上に多くの新しい知見を加えたもので，博士論文として価値
あるものと認められる。
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